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子宮体がん
原因：女性ホルモンの異常
好発年齢：40～60歳
初期症状：不正性器出血
組織型：腺がん95％
　　　　その他5％

子宮頸がん
原因：ハイリスクタイプ
　　　HPVの持続感染
好発年齢：30～40歳
初期症状：接触出血
　　　　　（性交渉時）
組織型：扁平上皮がん75％
　　　　腺がん20％
　　　　その他5％

卵管がん

卵巣
体部

頸部

膣
膣がん

外陰がん外陰

卵巣がん

卵管

図１　女性性器に発生する主ながん

１

子
宮
が
ん
と
は

子
宮
に
は
出
来
る
場
所
に
よ
っ
て
２
種
類
の
が
ん

が
あ
り
ま
す
。
図
１
に
示
す
と
お
り
、
１
つ
は
、
子

宮
の
入
り
口（
頸
部
）に
出
来
る
も
の（
子
宮
頸
が
ん
）、

も
う
１
つ
は
子
宮
の
奥
、
す
な
わ
ち
赤
ち
ゃ
ん
が
育

つ
場
所（
子
宮
体
部
）に
出
来
る
も
の（
子
宮
体
が
ん
）

で
す
。

今
回
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
が
有
効
と
さ
れ

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

今
回
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん

を
誘
発
し
得
る
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（h
u
m
a
n
p
a
p
illo
m
a
viru
s
:H
P
V

）」
に
対

す
る
抵
抗
（
免
疫
）
を
身
体
に
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

子
宮
頸
が
ん
に
か
か
り
に
く
く
す
る
薬
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
検
診
で
が
ん
に
な
る
前
の
状
態

（
前
が
ん
病
変
）
や
、
ご
く
初
期
の
が
ん
の
段
階
で

の
発
見
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
検
診
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
が
ん
が
進
行
す
る
前

に
診
断
・
治
療
が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
宮
が
ん
検
診
は
性
行
為
経
験
の
な
い

方
に
は
少
し
実
施
し
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
ウ
イ
ル
ス
が
関
与
し
て
発
症
す
る
タ
イ
プ

の
子
宮
頸
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
人
の
皮
膚
や
粘
膜
に
い
る
、
ご

く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
、
多
く
の
種
類
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
子
宮
頸
が
ん
の
発

症
に
関
与
し
て
い
る
も
の
は
、発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
が

ん
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
い
「
ハ
イ
リ
ス
ク
タ

イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

の
中
で
も
一
般
的
に
子
宮
頸
が
ん
の
患
者
か
ら
は
、

１６
型
と
１８
型
の
検
出
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の

２
種
類
を
中
心
に
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
行
為
に
よ
り
子
宮
頸
部
に
感
染
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
感
染
す
る
こ
と
は
決
し
て

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
性
行
為
経
験
の
あ
る
女
性

の
約
８０
％
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
１
度
は
感
染

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
し
て
も
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
一
時
的
な
も
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
は
自

然
に
排
除
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
「
感

染＝

発
症
」
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
性
行
為
感
染

症
と
は
考
え
方
が
違
う
と
い
え
ま
す
。

２

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
役
割

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
よ
り
発
症
す
る
と
さ
れ
る
前
が
ん
状
態
や

が
ん
を
予
防
し
た
り
、
一
部
の
性
行
為
感
染
症
の
予

防
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
や
が
ん

発
症
の
完
全
防
止
や
既
に
発
症
し
て
い
る
病
気
の
進

行
を
遅
ら
せ
た
り
、
治
し
た
り
す
る
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

３

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
概
要

•
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

現
在
、
日
本
で
は
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま

す
。

①
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
１６
型
と
１８
型
の
感
染

を
予
防
す
る
も
の

②
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ
Ｐ
Ｖ
１６
型
と
１８
型
に
加
え
て
、
性

行
為
感
染
症
の
一
種
で
も
あ
る
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー

マ
な
ど
の
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
６
型
・
１１
型
）
を
す
る

も
の

•
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数（
１０
歳
以
上
の
女
性
の
場
合
）

２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
も
、
基
本
的
に
時
期
を
変

え
て
合
計
３
回
の
接
種
を
必
要
と
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
初
回
接
種
、
１
回
目
の
１
〜
２
か
月
後
に
２

回
目
、
１
回
目
の
６
か
月
後
に
３
回
目
の
接
種
を
し

ま
す
。

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
６
年
程
度
続
く
こ
と

が
研
究
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
検
討
か
ら

更
な
る
延
長
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

•
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
は
、
か
ゆ
み
、
痛
み
、
腫

れ
、
発
熱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
に
、
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
（
じ
ん
ま
し
ん
、
呼
吸
困
難
な
ど
）

が
出
た
り
、
注
射
の
痛
み
に
び
っ
く
り
し
て
失
神
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

•
ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
関
連
サ
イ
ト
】

全
て
の
女
性
の
た
め
の
子
宮
頸
が
ん
情
報
サ
イ
ト

（h
ttp
://a

llw
o
m
en
.jp

）

子
宮
頸
が
ん
予
防
情
報
サ
イ
ト
（h

ttp
://m

o
tto

-
m
a
m
o
ro
u
.jp
)

【
参
考
文
献
】
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※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

※年末年始の医療機関診療状況等は広報あさか１２月１５日号でお知らせします。
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子宮頸がんワクチン
おくわき しん じ

朝霞地区医師会 奥脇 伸二
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日曜・休日に実施している医療機関
�（０４８）
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４７１―８８００

４８６―００８７

４６７―７１４０

４７３―３３８７

科 目

外・内・整外・肛

整外

耳

泌・腎内

耳・気・外

施 設 名

宮戸クリニック

かきの木整形外科医院

伊藤耳鼻科クリニック

なおあきクリニック

内田耳鼻咽喉科医院

場所

朝霞

新座

朝霞

朝霞

志木
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４７９―６３２１

４６１―７５８１

科 目

内・小

内・循内
内・呼内・消内・
循内
内・小・消内・循
内・呼内・麻
内・循内・小

施 設 名

宮崎医院

磯貝医院

静風荘病院

新座クリニック

富岡医院

場所

新座

朝霞

新座

新座

朝霞
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問…問い合わせ 内…内線

午前１０時～午後４時


